
国際交流員
の日記

岩の上のヨーシェ

自
転
車
王
国

　

オ
ラ
ン
ダ
の
人
口
は
約
１
千
８

百
万
人
で
す
が
自
転
車
は
約
２

千
３
百
万
台
と
、
人
口
よ
り
自

転
車
が
多
く
１
人
１
台
以
上
所

有
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
自
転
車
で
通
勤
・
通
学
し

ま
す
。
首
相
も
自
転
車
で
仕
事
へ

行
き
ま
す
！
生
活
に
欠
か
せ
な
い

自
転
車
な
の
で
、
予
備
を
持
っ
て

い
る
人
も
多
い
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
が
自
転
車
王
国
に

な
っ
た
理
由
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
、
山

も
坂
も
全
く
な
い
平
地
だ
か
ら
で

す
。
国
土
の
多
く
が
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
最
高
地
点
で

も
約
３
２
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。
平

坦
な
地
形
で
問
題
な
く
自
転
車
に

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
古
い
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「消費生活センター」から身近な情報をお届け

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
詐

欺
被
害
防
止

　

国
際
電
話
詐
欺
や
還
付
金
詐

欺
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
詐
欺
は
、
巧
妙
な
手
口
で

金
銭
や
個
人
情
報
を
騙
し
取
ろ

う
と
す
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で

す
。
対
策
と
し
て
、
事
前
に
電
話

番
号
を
確
認
で
き
る「
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」が
有
効
で
す
。

　

現
在
、
特
殊
詐
欺
対
策
ダ
イ

ヤ
ル
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
無
償
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

　

０
８
０
０-

２
０
０-

０
１
１
０

消費生活
センター

▲避難所設営訓練（簡易ベッド）

投
資
詐
欺
に
注
意

　

必
ず
儲
か
る
・
短
期
間
で
資

産
が
増
え
る
と
消
費
者
を
誘
導

し
、
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
い
を
求

め
る
投
資
詐
欺
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ

か
け
に
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
電

子
マ
ネ
ー
は
手
軽
に
送
金
で
き
る

一
方
、
犯
人
側
が
即
座
に
現
金
化

し
や
す
く
、
匿
名
性
も
高
い
た
め
、

救
済
が
非
常
に
困
難
で
す
。

○
被
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　

①
金
融
庁
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　
　

正
規
の
業
者
か
確
認
す
る
。

　

②
投
資
は
信
頼
で
き
る
金
融

　
　

機
関
に
相
談
す
る
。

　

困
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

町
村
の
道
は
狭
い
こ
と
や
、
自
転

車
の
専
用
道
路
が
多
い
か
ら
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
全
土
に
は
３
万
５
千
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
自
転
車
専
用

道
路
が
あ
り
、
自
転
車
専
用
信

号
も
あ
り
ま
す
！

　

自
転
車
の
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
環
境
、
費
用
、

そ
し
て
健
康
に
も
良
い
習
慣
で
す
。

平
戸
で
も
自
転
車
に
乗
り
た
い
で

す
が
、
坂
が
多
い
か
ら
き
つ
い
で

す
。
日
本
で
は
、
一
度
し
ま
な
み

海
道
に
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
当
に
オ
ス
ス
メ
で
す
！

災害に強いまちづくり
平戸市防災だより　vol.７

問 総務課危機管理班　☎22-9101

　今年度の「防災講習会」は以下の内容で実施します。
各講習会は４０～６０分を予定しています。複数組み合
わせも可能です。
防災講習会の内容
①「災害への備え」と「自主防災活動」
②防災備品の紹介（使い方など）
③避難誘導訓練（事前研修・実地訓練）
④避難所設営と運営（クロスロード演習）
⑤ハザードマップ演習（地域の危険箇所と避難）
⑥災害事例学習会（過去に学ぶ）　
⑦非常食と緊急簡易トイレ　
⑧地震・津波への備え
⑨風水害・土砂災害への備え
⑩初期消火訓練
⑪救急救命法（応急手当・心肺蘇生法・ＡＥＤ操作）   

災害に強い
まちづくり

国際交流員
ジョセフィネ
・スミット

（オランダ出身）

問 観光課観光振興班　☎22-9140

平戸市公式LINE
はこちら▼７月18日（土）午前９時30分～（受付午前９時～）小雨決行と　き

荒崎海水浴場（古江町）ところ 参加条件 長崎県在住の高校生３人１組のチーム

申込方法 平戸市公式ＬＩＮＥメニューの「申請・予約」からお申し込みください。

　ごみ拾いはスポーツだ！優勝チームは東京で開催される全国大会に無料招待！

スポGOMI甲子園2026長崎県大会

⑫安否確認の方法（災害用伝言ダイヤル）
⑬災害ボランティアセンターの開設と運営訓練
⑭災害ボランティア活動について
⑮車中泊の仕方と注意点
　講習会の「申請」や「問い合わせ」については総務課危
機管理班へご連絡ください。

▲避難所設営訓練（寝室用テント）

申込期間 ６月15日（月）～７月８日（水）

広報ひらど 令和８年６月号 12Hirado City Public Relations,2026.613


